
 

令和５年度学校評価報告書（実施結果） 
 

視点 

４年間の 

目標 １年間の 

目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 
学校関係者 

評価 
総合評価（3 月 25 日実施） 

（令和２年度 

策定） 
具体的な 

方策 
評価の観点 達成状況 

課題・改善方

策等 

（3 月 12 日 

実施） 
成果と課題 改善方策等 

教育課程 

学習指導 

①生徒自ら課
題を設定し、
課 題 解 決 に
向けて主体的
に探究するこ
とができる生
徒の育成を図
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②グローバル
化 が 進 む 社
会で活躍でき
る 生 徒 の 資
質・能力の育
成を図る。 

① 新 教 育
課 程 の 全
面 実 施 に
向 け て 、
「 指 導 と 評
価 の 一 体
化」の定着
を図るととも
に、履修指
導 を 工 夫
し、生徒の
希 望 進 路
実現を支援
する。また、
出 欠 席 管
理 を 徹 底
し、進学に
係わる事故
防止に努め
る。 
 
 
 
② 生 徒 が
授業におい
て一人一台
端末を活用
して、主体
的でより深
い学びがで
き る よ う に
授 業 改 善
に 取 り 組
む。 

①単元ごとに
「指導と評価
の計画」を作
成して生徒に
示し、見通し
を持った学習
の 支 援 を 図
る。選択科目
説 明 会 や 担
任 面 談 等 を
通じて、履修
指導をきめ細
かく行う。ＩＣＴ
の 活 用 で 生
徒の欠席、欠
時等を正確に
把 握 、 管 理
し、進学先提
出 書 類 を 適
正 に 作 成 す
る。 
 
 
② 各 教 科 で
一 人 一 台 端
末を活用した
授 業 を 実 践
し、教員間で
共有化する取
組 み を 進 め
る。一人一台
端 末 を 効 果
的に使用でき
る よ う 、 職 員
研修を計画、
実施する。 

①単元ごとの
「指導と評価
の 計 画 」 作
成、公表し、
計 画 的 に 授
業を進められ
たか。選択科
目 説 明 会 や
担 任 面 談 等
を 通 じ て 、 き
め細かな履修
指導を行えた
か。ICT の活
用 で 出 欠 席
管理を適正に
行い、事故防
止の取組みを
強化すること
ができたか。 
 
 
 
 
② 各 教 員 が
一 人 一 台 端
末を活用した
授業を実践で
きたか。実践
成 果 を 教 員
間で共有でき
たか。研修に
よって端末を
効 果 的 に 使
用 で き る よ う
になったか。 

①「指導と評
価の計画」の
作成で計画
的に授業が
進められ、生
徒 は 見 通 し
を 持 っ て 授
業 に 取 り 組
め た 。 履 修
指導は説明
会 、 面 談 等
を 通 じ て 細
かく行えた。
出欠管理はＩ
ＣＴの活用に
よる管理シス
テ ム の 導 入
を果たした。 
 
 
 
 
 
②各教員が
一人一台端
末を効果的
に 活 用 で き
るようロイロノ
ートを導入し
た。また、校
内で職員研
修を実施し、
活用方法の
共 有 を 図 っ
た。 

①指導と評価の
一体化に向け、
「指導と評価の
計画」の作成に
とどまらず内容
の充実、定着化
が必要である。
履 修 指 導は 継
続してきめ細か
く行う。出欠管
理は職員がＩＣＴ
活用に習熟し、
円 滑 に 業 務 を
遂行できる必要
がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 一 人一 台端
末の更なる活用
に向けた研修を
行い、実践成果
を共有する。生
徒による授業評
価を生かした授
業改善に取り組
み、端末の活用
でより深い学び
が実現する授業
づくりを推進す
る。 

①大学生の地
域 活動 を評 価
するイベントに
関係していて、
平 沼 生 に も 参
加、発言しても
らった。発言の
場を与えること
が生徒の育成
には大事と考え
る ／ 出 欠管 理
は 便利な機 能
であ ろうが、ス
マホを持たぬ家
庭があると心配
だ。 
 
 
 
 
 
 
 
②端末活用で
は一人ひとりの
学 ぶ方 向を 見
定 め る 必 要 あ
る。チャット系の
ツールの楽しさ
を知ると移行が
うまく進む／主
催 し た 国 際 交
流セミナーに平
沼生の参加が
あり、グローバ
ル化の進 展に
関 す る 若 者 の
意見が聞けてよ
かった。 

① 指 導 と評 価の
一体化の定着に
向けて「指導と評
価の計画」を作成
し、生徒に示すこ
とによって、生徒
は見通しをもって
授業に取り組める
ようになり、教員も
計画的に授業を
進めることができ
た。新教育課程の
十分な実現に向
けて、きめ細かな
履修指導 を行っ
た。出欠管理シス
テムの導入など校
務にもＩＣＴの活用
場面が増え、職員
は事故防止を念
頭に適切に校務
処理に携わった。 
 
②一人一台端末
の効果的な活用
を目指してロイロノ
ー ト の 導 入 を 図
り、教員のスキル
アップや授業改善
につながった。ま
た研修会の開催、
教科内での情報
交換、総合的な探
究の時間での利
用などを通じて端
末活用の裾野が
広げられた。 

①新教育課程の
実施などにより課
題 解 決 に向 けて
主体的に探究する
生徒の育成は進
んでいる。今後も、
計画的な指導と評
価で探究による学
びを充実させると
ともに、履修指導
や校務処理に一
層の工夫を図るこ
とで、生徒の育成
を広く支える必要
がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②一人一台端末
の活用、ＩＣＴ機器
の整備をさらに進
め、生徒一人ひと
りが主体的に学習
や活動に取り組む
環境を整えるととも
に、協働による学
びの充実などの授
業改善を一層進
める必要がある。 

生徒指導 

・支援 

①豊かな人間
性やコミュニ
ケーション能
力、主体的に
行動できる人
格の育成を図
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 生 徒 一 人
ひとりの適切
な理解に基づ
く生徒支援体
制と教育・健
康 相 談 の 充
実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 生 徒 が
主 体 的 に
活動し、幅
広 い コ ミ ュ
ニケ ーショ
ンを通じた
活 動 が 実
現できるよ
う 、生 徒会
行 事 や 委
員会、部活
動を支援す
る。 
 
 
 
 
② 感 染 状
況の推移を
注視し、生
徒 へ 情 報
発信する。
学年、グル
ープ、学校
運 営 の 各
場 面 で 生
徒情報を共
有し、生徒
一人ひとり
の理解に努
める。 

① 生 徒 が 主
体的に、学年
を 超えた コ ミ
ュ ニケーショ
ンをとって行
事などで活躍
で き る よ う 支
援に努める。
特に委員長な
どを中心に委
員 会 運 営 が
で き る よ う 支
援する。 
 
 
 
 
② 感 染 防 止
対 策 や 予 防
意 識 の 変 化
に留意し、生
徒が自らの健
康 に 主 体 的
に判断できる
よう情報発信
する。教育相
談コーディネ
ーターを中心
に学年やグル
ープ、養護教
諭、ＳＣ、ＳＳ
Ｗ の 間 で 支
援が必要な生
徒 の 情 報 共
有に努める。
SSW の支援を
受けながら、
医 療 機 関 や
児 童 相 談 所
などの関係機
関と連携を図
る。 

① 生 徒 主 体
で行事を企画
し、主体的に
活動できる場
面 が 増 え た
か。学年横断
的 な コ ミュ ニ
ケーションは
活 発 に 行 わ
れたか。委員
会 運 営 を 十
分支援できた
か。 
 
 
 
 
② 生 徒 が 自
分の健康を意
識し、健康的
な生活を送る
ための支援は
で き た か 。
様々な生徒に
ついて、必要
な情報を多く
の 職 員 が 共
有し、支援す
ることができた
か 。 Ｓ Ｓ Ｗ の
支援を有効に
活用し、関係
機関と連携す
ることができた
か。 

①体育祭、文
化祭ともコミュ
ニケーショ ン
の意識づけは
半 ば 達 成 さ
れ、学年を越
えた協力が見
られた。委員
会運営でも委
員長を中心に
主 体 的 に 活
動する意識が
育まれた。 
 
 
 
 
② 感 染 症 対
策については
ピーク時に比
べマスク、手
洗 い の 履 行
は減っている
が、体調を日
頃から意識す
る習慣は高ま
っている。教
育 相 談 体 制
についてはＳ
Ｃ、ＳＳＷの来
校増できめ細
かな対応が可
能 と な っ た
が 、 Ｓ Ｓ Ｗ の
活用が少なか
った。かなが
わ子どもサポ
ートドックがス
タ ー トし て関
連 作 業 は 増
えたが、担任
等 の 生 徒 把
握が容易にな
った。  

①教員が待ちで
臨んだ結果、主
体的に考え、学
年を越え意思伝
達する場面をよ
く見たがコミュニ
ケーション不足
の 場 面 も あ っ
た。委員長を中
心に全体で動く
よう声掛けした
い。 
 
 
 
 
 
②新型コロナウ
イルスの 5 類移
行 で 社 会 全 体
の 予 防 意 識 低
下 が 生 徒 に 及
ぼ す 影 響 を 注
視 し 、 対 応 す
る。教育相談体
制についてはＳ
ＳＷの有効活用
に向けて潜在需
要を掘り起こす
とともに、かなが
わ子どもサポー
トドックについて
もＳＣ，ＳＳＷの
協力でスクリー
ニングの技法を
高め、利用価値
をさらに高めて
いく。 

①来校するた
びに生徒から
気持ちよく挨拶
される。生徒中
心の方向性は
間 違って いな
い／125 周年
記念式典でも
生徒が活躍す
る場面があった
らいい。 
 
 
 
 
 
 
②かながわ子
どもサポートド
ックの制度はと
てもよいと思う。
内に引きこもる
子への対策に
も な る ／ 同 窓
会では給付型
の奨学金を今
年度から始め
た 。 生 徒 の 支
援に有効に活
用してほしい。 

①体育祭、文化祭
などの行事を生徒
主体で進めさせた
結果、主体的に企
画を立てたり、学年
を越えてコミュニケ
ーションを取り合っ
たりする場面が多く
生まれた。リーダー
シップ面でも、委員
長の主体性を引き
出す支援を行った
結果、自ら考え、提
案しようという意識
を育むことができ
た。 
 
②新型コロナの５類
移行などで起こった
予防意識の低下傾
向が生徒の行動に
も影響しているた
め、情報発信や注
意喚起に努めた結
果、生徒が自分の
体調を日頃から意
識する習慣はコロ
ナ以前より高まっ
た。ＳＣ、ＳＳＷとも
ほぼ毎週来校し、き
め細かな教育相談
が可能となったが、
ＳＳＷの有効活用が
十 分 行え て い な
い。年度途中から
開始されたかなが
わ子どもサポートド
ックにより、支援を
要する生徒の見逃
しを防ぎ、教育相談
の取組みをより組織
的に行うことが可能
となった。 

①社会で活躍し、
指 導 的 な 役 割を
発揮する資質・能
力の 育成に向け
て、コミュニケーシ
ョンを通じた学び
や必要なリーダー
シップの発揮が遂
げられるよう、今後
も学校全体で生徒
の様々な活動を指
導、支援する必要
がある。 
 
 
 
 
②引き続き、予防意
識の低下や気のゆ
るみはないかを注視
する。多くの生徒が
健康の自己管理を遂
げられるよう、適切な
情報提供や啓発に
努める。教育相談体
制については、特に
ＳＳＷの有効活用に
向け、ＳＣとの情報交
換を進め、積極的に
広報することで潜在
的な需要を掘り起こ
していく。かながわ
子どもサポートドック
については、ＳＣ，Ｓ
ＳＷの積極的な関与
を受け、職員一人ひ
とりがスクリーニン
グ、会議、面談の技
法を高めていく必要
がある。 



視点 

４年間の 

目標 １年間の 

目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 
学校関係者 

評価 
総合評価（3 月 25 日実施） 

（令和２年度 

策定） 
具体的な 

方策 
評価の観点 達成状況 

課題・改善方

策等 

（3 月 12 日 

実施） 
成果と課題 改善方策等 

進路指導 

・支援 

①生徒自らが
進路を開拓・
選択する力を
培うとともに、
第 一 希 望 の
実現をサポー
トする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①３年間を
見通した進
路 指 導 計
画 に 則 り、
組織的な進
路指導を行
い、生徒が
自ら希望す
る進路を見
出し、その
希望する進
路を実現す
るための手
立てを実践
する。また、
３年生に向
けた受験直
前の支援を
充 実 さ せ
る。 

①卒業生の話
を聞く会や外部
講師活用の各
種講演会等に
よりキャリア教
育の充実を図
る。ハイレベル
な学習スキルを
養い、応用力の
育成を図るなど
Hi-ゼミ活用に
一層の充実を
図る。３年１月
のスタディショ
ップは参加動
向や生徒のニ
ーズ面で再検
討する。総合型
選抜で小論文
が必要な生徒
が増えているた
め、小論文対策
を行っていく。 

①年度末に各
学年に行う進
路指導の満足
度や必要な力
が身についた
かどうかの調
査で、各回答
が 85％を超え
たか。Hi-ゼミ
の充実は図れ
たか。スタディ
ショップにつ
いて、生徒に
とって魅力的
なものになっ
ていたか。進
路グループが
主体となって
小論文対策を
行えたか。外
部の小論文対
策講座を十分に
案内できたか。 

①卒業生の話
を 聞く 会、 外
部講師活用の
各種講演会は
無事終了し、
キャリア教育
の充実が図ら
れた。Ｈｉゼミ
活用の更なる
充実は、２７講
座開講で半ば
達成できた。３
年１月のスタ
ディショップを
見直して実施
したところ、好
評であった。
小論文対策は
対策講座を全
２回実施し、延
べ３１人の参加
で目的は概ね
達成された。 

①卒業生の話を
聞く会、外部講
師活用の各種講
演会は生徒の評
判も良好であり、
要望を取り入れ
更 に 充 実 さ せ
る。Ｈｉゼミ活用
の充実は教員の
負担過重に配慮
し引き続き実施
する。見直しをし
た３年１月のスタ
ディショップは次
年度も実施して
いく。小論文対
策の実施につい
ては告知を工夫
し、利用拡大を
図る。 

①Hi-ゼミは生徒
にとってとても重要
だ。先生たちの負
担が心配なので、
協力できることがあ
れば役に立ちたい
/３年生の子どもの
様子を見ていると、
学校の指導が行き
届いているのか、
自分で受験スケジ
ュールを組み、親
の出番はほぼなか
った/共通テスト後
の講演は信頼でき
るプロからのアドバ
イスなのでよかっ
た。できればもう少
し早く聞きたかっ
た。 

①卒業生の話を聞く
会や外部講師による
各種講演会など、生
徒が自ら希望する進
路を見出すための機
会を十分確保し、支
援に努めることができ
た。Hi-ゼミでは年間
を通じてハイレベル
の講座を用意し、ま
た進路相談に特化し
た講座も用意するな
どで希望進路の実現
に向けた支援を充実
させた。参加率の低
下が見られていた３年
１月のスタディショップ
については、今年度
見直して新形式で実
施したところ、生徒
から高評価を得た。
小論文対策講座の参
加状況も上々であっ
た。 

①卒業生の話を聞く
会などにより、生徒
が自ら希望する進路
を見出す機会は広く
確保されている。来
年度もそれぞれの
内容をブラッシュア
ップし、自分の適性
や将来の目標に合
わせて進路を考えら
れるようキャリア教育
の充実を図る。３年
生を対象とした受験
前の支援について
は、今年度見直した
１月のスタディショップ
を来年度も継続実施
し、小論文対策講座
は告知を工夫して一
層の充実を図る。 

地域等と

の協働 

①ＰＴＡや地
域との連携事
業を推進し、
地域とともに
ある学校づく
り を 推 進 す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ＰＴＡとの
交流・連携
事業につい
て、新たな
取組みを実
現 する 。ま
た 、 コ ロ ナ
禍 以 降 の
地域のニー
ズを反映さ
せた、新た
な地域連携
を推進する
とともに、地
域 貢 献 活
動 や 他 の
学校などと
の交流を継
続する。 

①コロナ禍で
見直しが進ん
だＰＴＡの活
動形態を踏ま
え、十分な協
力 体 制 で 交
流・連携事業
を進める。学
校 運 営 協 議
会、同窓会等
を通じて地域
ニーズを把握
し、今後の地
域 連 携 を 計
画 、 推 進 す
る 。 地 域 清
掃、地域イベ
ント、学校交
流 に 積 極 的
に参加させ、
生 徒 に 社 会
参画の意義を
実感させる。 

① Ｐ Ｔ Ａ と の
交流・連携事
業について、
新たな取組み
は実現できた
か。地域のニ
ーズは把握で
きたか。新た
な 地 域 連 携
は推進できた
か。生徒の社
会 参 画 の 意
識は向上した
か。 

①ＰＴＡの新
規 事 業 と し
て、学校内で
の 保 護 者 が
講師として講
演会を実施し
た。コロナ５類
移行でＰＴＡ
参加企画にも
販売等を加え
られた。地域
ニーズの把握
と地域連携の
計画、推進は
例 年 以 上 の
関係機関を通
じた地域貢献
活 動 や 多 様
な生徒参加イ
ベントへの呼
びかけで関心
を 強める こ と
ができた。 

①ＰＴＡ企画に
ついてはより多
くの人数が参加
できるものを検
討する。地域貢
献 活 動 に つ い
ては場所を増や
したことで生徒
の関わりに多様
性が生まれ、参
画 意 識や 自己
肯 定 感 の 向 上
につながった。
１年生以外も参
加の道を考える
必要があろう。
生 徒 の 交 流 行
事 は 一層 活 発
な も の を 企 画
し、意識向上を
図りたい。 

①中地区ＰＴＡ
の 会 合 で は 会
費 の 使 い 方 が
話題になり、もっ
と生徒に還元し
たほ うが よい と
の 意 見 が あ っ
た。見直しの好
機ではないか／
西口エリアの改
善 や 活 用 で平
沼 生 は 大 い に
期 待 さ れ て い
る。いい方向に
変えるには人と
ソフ ト が 重 要 。
来年度はさらに
いろいろ協力し
て い た だ き た
い。 

①コロナ禍で停滞し
ていたＰＴＡ活動が
学校行事への参加
再開や新規事業の
開始などによって再
び活性化し、学校と
保護者との繋がりが
深まった。学校運営
協議会委員の紹介
や地域の依頼で西
口エリアを中心に新
たな連携が生まれ、
生徒が活動する機
会が増えた。新規の
学校交流として分教
室とボッチャ体験会
を始めた。１年生の地
域貢献活動は活動場
所を増やし、生徒の多
様な興味への対応に
努めた結果、市の防
犯協会から表彰される
などその活動が地域
から認められた。 

①ＰＴＡ活動の多く
は人数制限があり、
実施規模や人数に
ついて検討する必
要があろう。地域と
の連携については、
引き続き西口エリア
を中心にして様々な
活動に参加させると
ともに、西区制 80 周
年イベントへの参加
など地域自治体との
連携、協働を進め、
生徒の社会参画意
識の向上を図る。地
域貢献活動につい
ては、現在は１年生
のみの活動である
が、他学年にも活動
を広げられないかを
検討する。 

学校管理 

学校運営 

① 大 規 模 災
害に備え、職
員・生徒が協
力して行動で
きる体制を整
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒と向き
合う時間を確
保するため、
教員の働き方
改 革 を 推 進
する。 
 
 
 
 

① 大 規 模
災害に備え
て学校防災
活動マニュ
アルの見直
し を 図 る 。
防災に向け
て職員、生
徒、近隣住
民が協力し
て行動でき
る体制づく
りを進める。 
 
 
 
 
 
② 業 務 の
効率化、業
務 時 間 の
見直しに職
員が協力し
て 取 り 組
み 、 タ イ ム
マネジメント
意 識 の 醸
成を図る。 

① 学 校 防 災
活動マニュア
ルを整備し、
大 規 模 災 害
を想定した実
践的な訓練を
計画、実施す
る。防災教育
を通じて生徒
が危険個所を
認識し、安全
に行動できる
ようにする。横
浜市との協定
細則に基づく
マニュアルの
整備に努める。 
 
②リーダーを
中心にグルー
プ 業 務 均 分
化を図る。部
活 動 指 導 の
組 織 化 に 向
けて顧問の協
力体制を強め
る。業務の見
直し、会議設
定の工夫など
を通じて時間
外 労 働 の 縮
減を図る。 

① 学 校 防 災
活動マニュア
ル の 整 備 は
進んだか。大
規 模 災 害 を
想定した防災
訓練などを実
施することは
できたか。生
徒 は 通 学 経
路 の 危 険 個
所を認識でき
たか。協定マ
ニュアルの整
備を進め、周
知を図ること
はできたか。 
 
②グループ業
務 の 均 分 化
は進んだか。
組 織 的 な 部
活 動 指 導 体
制 は 進 ん だ
か。時間外労
働 の 縮 減 は
進んだか。 

① 学 校 防 災
マニュアルに
ついては変更
点を整理して
整 備 を 図 っ
た。防災訓練
については２
回、学年別に
目標を変え、
DＩＧ等の防災
教育の趣旨も
取り入れて行
った。協定細
目に基づくマ
ニュアル整備
は着手できな
かった。 
 
②グループ業
務については
各グループが
役 割 分 担 の
適正化に取り
組んだ。部活
動 指 導 体 制
は 顧 問 調 整
等を通じて図
られた。時間
外 労 働 の 縮
減については
管理職から働
きかけた。 

①マニュアルに
ついては常に最
新の情報を取り
入 れ て 整 備 す
る。防災訓練に
つ い て は 次 年
度以降もテーマ
や内容をよく吟
味して実施し、
防 災 意 識 の 向
上を図る。協定
細目に基づくマ
ニュアル整備に
ついては地域と
連携、相談を図り
着手する。 
 
 
② グ ル ー プ 業
務は分担見直し
を常に行い、リ
ー ダ ー が 適 切
に 進 行 管 理 す
る。部活動指導
は 一 部顧 問 へ
の 業 務 過 多 に
留意する。時間
外 労 働 の 縮 減
は 勤 務時 間 管
理システムを活
用し、管理職の
声 掛 け を 続 け
る。 

① 補 充的 避難
所である本校を
９月に見学し、
夜 間 の 避 難 や
バ リアフリーへ
の対応などを心
配する声が上が
った。帰宅困難
者 の 一 時 滞 在
など様々な役割
を担うが、地域
住民の妨げにな
らないか不安で
ある。 
 
 
 
 
②働き方改革で
は中学校でも残
業が多く、苦労
している。教員
の 中 に は 納 得
いくまで仕事を
できないことが
ストレスとなる者
もおり、ブレーキ
のかけ方が難し
い。よい工夫は
ないか高校と情
報交換を進めた
い。 

①学校防災活動マ
ニュアルの整備、防
災訓練及び訓練に
合わせたＤＩＧ等の
防災教育、生徒用の
防災備蓄品の選定、
管理、更新は適切に
行われた。補充的避
難所を運営する市と
の協定に基づいた
マニュアルの整備は
着手できなかった
が、要請を受けて避
難場所の見学会を実
施したところ、地域住
民から意見、要望を
聞くことができた。 
 
②リーダーの進行管
理のもと、進捗状況
や不明点を確認し合
い、記録や情報をア
ップロードして共有
し合うことで業務の
均分化、適正化が進
んだ。部活動指導に
ついては、顧問同士
や部活動間の協力
で指導体制の維持、
確立を図った。時間
外労働縮減につい
ては、勤務時間管理
システムのデータを
活用し、勤務過多の
職員に改善を働きか
けた。 

①学校防災活動マ
ニュアルを不断に見
直すことに加えて、
危機管理マニュアル
についても同様に対
応する必要がある。
横浜市との協議や地
域住民の意見、要望
も踏まえて、補充的
避難所、一時滞在施
設、津波避難施設と
いう本校の３つの役
割をよく整理し、職員
に浸透させていく必
要がある。 
 
 
 
②グループ業務の
均分化については
引き続きリーダーを
中心にして実行する
必要がある。部活動
指導については、
「神奈川県の学校部
活動に関する方針」
（改訂版）を踏まえ
て、適切な休養日設
定が必要となる。時
間外労働の縮減に
向けては、管理職に
よる職員への声掛け
などを通じて、職場に
タイムマネジメント意
識の醸成を図る必要
がある。 

 


